鳥取市ペタンク協会規約

第1章 総則

（名称）

第１条　この協会は、「鳥取市ペタンク協会」（以下「この会」）という。

（事務局）

第2条 この会の事務局は、理事長の指定する事務所におく。

第2章 目的と事業

（目的）

第3条 この会は、スポーツマン精神をもってペタンクに親しみ、技術の向上と健康の増進、会員相互の親睦を図るとともに、ペタンクの普及と発展に寄与することを目的とする。

（事業）

第4条 この会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行うことができる。

1 ペタンクの知識と実技に関する普及活動

2 市内における親善大会及び競技大会の開催

3 会報等の発行

4 前号のほか、この会の事業目的達成に必要な事業

第3章 構成

（組織）

第５条　この会は、鳥取市内に在住する鳥取県ペタンク協会員で構成する。

（会費）

第6条 　会員は、当分の間、この会に会費を納める必要はない。

（寄付金）

第7条 この会の目的に賛同して、事業援助のために寄付金等の申し出があった場合には、会長の承諾を得て受納するものとする。

第4章 役員

（役員）

第8条 この会に次の役員を置く。

会長
１名

副会長　　若干名
理事長　　１名

副理事長　２名

理事　　　若干名

監事　　　２名

（役員の選出）

第9条 役員は、総会で選出する。

（役員の任務）

第１０条　会長は、この会を代表し、会務を総括する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があったときは、これを代行する。

３　理事長は、この会を代表して業務を執行する。

４　副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があったときは、これを代行する。

（役員の任期）

第１１条　この会の役員の任期は２年とし、再任を妨げない。

２　補欠または増員により選任された役員の任期は、前任者または現任者の残任期間とする。

３　役員は、その任期満了後でも後任者が就任するまでは、なおその業務を行う。

（役員の解任）

第１２条　役員が、次の各号のいずれかに該当するときは、会員現在数の３分の２以上の議決により、解任することができる。

1 心身の故障のため、職務の執行に耐えないと認められたとき

2 職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない行為があると認められたとき

第5章 会議及び運営

（総会）

第１３条　総会は、この会の最高議決機関である。

２　総会は、第５条に規定する会員をもって開催する。

３　総会は、毎年１回開催する。ただし、必要に応じて会長が招集し、開催することができる。

４　総会は、有資格者数の２分の１以上の出席がなければ開催することができない。ただし、委任状は出席として認める。

５　総会における議決は、前項出席者の過半数の同意による。

（総会の審議事項）

第１４条　総会は、次の事項を審議決定する。

1 事業計画及び事業報告の承認

2 役員の承認

3 本規約の改廃

4 その他議決を要すること

第6章 会計

（収入）

第１５条　この会の収入は、次のとおりとする。

1 助成金及び寄付金品等

2 事業に伴う収入

3 その他の収入

（会計年度）

第１６条　この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日をもって終わる。

（収支決算）

第１７条　この会の収支決算は、理事長が作成し、監事の監査を経て総会に報告し、承認を得なければならない。

第7章 義務

（義務）

第１８条　この会の会員は、本規約を遵守する義務を負う。

第8章 規約の改廃

（規約の改廃）

第１９条　本規約を改廃しようとするときは、第１３条第５項の規定にかかわらず総会出席者の３分の２以上の賛同を得て決定しなければならない。

第9章 その他

（その他）

第２０条　この規約に定める以外の必要な事項は、総会において定めるものとする。

（付則）この規約は、平成５年５月９日から施行する。

この規約は、平成１７年4月1日から改正実施する。

この規約は、平成１９年4月1日から改正実施する。

